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６．林産物の輸出戦略  

○2012年林産物輸出額は123億円。 
 うち木材は93億円で近年横ばい。 
○きのこの輸出額は４億円。 

輸出の現状 分析 2020年目標と対応方向 

○中国では住宅建設が拡大傾向で木
材需要の裾野が拡大。 

○他方、スギ、ヒノキが構造用材として
中国「木構造設計規範」に明記されて
いないため、木造軸組住宅の販売が
できていない。 

○近年、韓国では香りの良さなどからヒ
ノキの内装材利用が人気。消費者
ニーズを踏まえた製品を提案するとと
もに、現地企業等と連携し、販路を拡
大する事業者も一部ある。 

○日本産木材の認知度は低く、消費者
向け、業界向けの認知度向上が必要。 

中国 韓国 

強み 
 

・軸組工法が気候風土に
適合。 

・内装材としてヒノキ材利用
が人気。 

弱み ・木構造設計規範にスギ、
ヒノキ、カラマツが明記さ
れていない。 
・日本産木材の知名度が
低い。 
・２×４に比べ価格が高く、
施工が難しい。 
・木造軸組工法の技術者
が少ない。 

・日本産木材（特に構造
材）の知名度が低い。 

・２×４に比べ価格が高く、
施工が難しい。 

・木造軸組工法の技術者
が少ない。 

機会 ・住宅市場の拡大。 
・木材を輸入に依存。 

・オンドルのフローリング材
として利用。 

・木材を輸入に依存。 

脅威 
 

・米国、カナダ材による 
２×４工法のシェア拡大。 

・米国、カナダ材による 
２×４工法のシェア拡大。 

林産物 
重点国 ： 中国、韓国 
対応方向： 
 【中国】 
中国「木構造設計規範」の改定

（2014年度内告示・施行見込）。 
 【韓国】 
韓国におけるヒノキを中心とした

内装材市場の更なる拡大。 
 【中国・韓国】 
協力ネットワークの構築、情報収
集、情報発信（全国団体を通じた
オール・ジャパンでの取組、ブラ
ンド創り）。 

技術者向け講習会の開催を通じ
た人材育成、日本産木材の利用
促進。 

森林組合や産地間連携による共
同輸出、周年供給体制の構築。 

常設展示場の設置による通年で
のＰＲによる日本産木材、住宅の
認知度向上。 

７ 

○ 輸出額目標：２５０億円。 

林産物の輸出額の品目別内訳（2012年） 



７．花きの輸出戦略  

○花きの輸出額は増加傾向で、2012年
は83億円。 

  うち植木等（植木・盆栽・鉢もの）が82
億円、切り花が1億円。 

輸出の現状 分析 2020年目標と対応方向 

※植木等の主な輸出先はベトナム、中国、香港 
※切り花の主な輸出先は、米国、中国 

○花きの産出額は近年3,500億円程度
で推移。 

花き全体 
 
多様で高品質。 
 ｢所得倍増｣に向け、今後新たな販
路を開拓し、輸出の動きを加速させ
ることが必要。 

植木・盆栽 
 
日本ブランドが確立。 
植木については、近年、急激に輸出
量が増加したため、イヌマキ等一部
品目の資源が枯渇しつつあるため、
新たな輸出品目の開拓が必要。 

鉢もの・切り花 
 
 輸出の歴史が浅く、海外における

日本産の認知度が低いことから、
さらなるプロモーションが必要。 

 継続的な長期出荷に対応できる
安定した価格・数量の確保が課題。 

 長時間輸送に耐えうる鮮度保持
技術の普及・開発が課題。 

植木・盆栽 
重点国： 新興市場：ＥＵ 
       安定市場：中国 
方向性： 
 輸出品目の拡大。 
具体的対応： 
 海外からのバイヤー招へいや見本市等を通じ、 
     新たな輸出品目を開拓。 

○ 輸出額目標：１５０億円。 

鉢もの 
重点国： 新興市場：シンガポール 
       安定市場：中国、香港 
方向性： 
 輸出の拡大及び認知度の向上。 
具体的対応： 
 産地間連携による年間を通じた安定的な供給体

制の整備。 
 品種識別技術の開発等、知的財産権の保護強

化。 

切り花 
重点国： 新興市場：シンガポール、カナダ、ＥＵ、 

 ロシア 
       安定市場：米国、香港 
方向性： 
 輸出の拡大及び認知度の向上。 
具体的対応： 
  産地間連携による安定的な供給体制の構築。 
  統一規格やロゴ等によるジャパン・ブランドの 
    浸透。 
  見本市の開催等による花文化と併せた効果的 
    な発信。 
  長時間輸送に耐えうる鮮度保持技術の開発・ 
    普及。 

花きの輸出額の推移 

（年） 

（億円） 

花きの産出額の推移 

（年） 

（億円） 
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